
2025年７月１０日

士別市立病院の将来のあり方に関する検討資料

第3回 士別市立病院のあり方検討市民委員会 【資料３】
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１．前回会議（第1回）の振り返り
２．新たな地域医療構想と上川北部医療圏の病床整備状況
３．本日の協議テーマ説明
４．協議事項
（1）病院の将来のあり方
（2）具体的な診療機能
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２．新たな地域医療構想と上川北部医療圏の病床整備状況

上川北部医療圏の病床整備状況

【出典】厚生労働省「病床機能報告」（2023年）

市町村 No. 医療機関名称 診療 病床数（医療法）※厚生局データ2025年1月1日時点 病床機能報告（一般・療養)※2023年データ 備考

科目数 合計 一般 療養 精神 感染症 結核 合計 高度 急性期 回復期 慢性期 休棟中

病床 病床 病床 病床 病床 急性期

士別市 1 士別市立病院 14 129床 50床 79床 133床 55床 53床 25床 左記病床機能内訳は2023年報告時点

の数値

名寄市 2 名寄市立総合病院 21 359床 300床 55床 4床 300床 11床 241床 48床

3 医療法人臨生会

吉田病院

9 124床 64床 60床 96床 36床 60床

4 医療法人社団三愛会

名寄三愛病院

5 90床 44床 46床 90床 90床

5 名寄東病院 3 105床 105床 105床 105床 移転新築計画あり(吉田病院隣接地？）

美深町 6 ＪＡ北海道厚生連

美深厚生病院

3 64床 12床 52床 64床 52床 12床

下川町 7 町立下川病院 4 41床 41床 41床 41床

音威子府村 8 音威子府村立診療所 11床 11床 19床 19床 左記+8床は介護療養病床/2024年3月

指定管理契約解除/病床廃止予定

中川町 9 中川町立診療所 10床 10床 10床 10床

医療圏の合計病床数(A) 858床 11床 315床 230床 265床 37床

地域医療構想において定める、2025年における必要病床数(B) 792床 63床 229床 251床 249床

現状との差分(A-B) 66床 -52床 86床 -21床 16床 37床
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３．あり方検討の協議テーマ説明

(1)
病院の
将来の
あり方

(2)
具体的な
診療機能

• 将来にわたって、士別市立病院の存続が必要か

• 求められる将来の病院像はどのような内容か

• 今後も士別市において、幅広い入院機能を備える病院が必要となるか

• 今後も現在の外来機能（診療科目）が必要となるか

• 今後も士別市内で、一次～二次救急の受入を担う医療機関が必要か

• 今後も士別市内で、感染症対策機能を担う医療機関が必要か

①病院の存続

②将来の病院像

<士別市立病院の将来のあり方について、今後主にご意見いただきたい内容>

第3回で
方針確定

第４回～
６回で
方針確定

求められる将来の病院象を踏まえ、具体的な診療機能等について協議

（例）

• 幅広い領域をカバーする、総合診療科は必要か

（入院や外来機能、救急、感染症対応など）
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４．協議事項
（1）病院の将来のあり方

①病院の存続の必要性について
②将来の病院像について

（2）具体的な診療機能
①入院機能について
②外来機能について
③救急機能について
④感染症対策機能について
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市民アンケート上のご意見

公立病院の果たす役割

１.（１）病院の将来のあり方 ①病院の存続の必要性の確認

当院が地域で果たす役割
入院機能

（士別市内で唯一）

外来機能

（14診療科標榜）

救急受入機能

（24時間・365日）

感染症対策機能

（病床確保、発熱外来など） など

など
地域における基幹的な公的医療機関

（地域医療確保のための重要な役割）

感染症発生時に重要な役割を果たす

（病床確保と入院受入、発熱外来など）

【当院を受診する理由】

• 士別市民にとって身近な施設だから

• 士別市の運営する公立病院だから

• 24時間・365日対応してくれるから

【今後の士別市に必要な医療機能】

• 市内で入院可能な医療機関

• 24時間・365日の救急対応継続

• 外来機能（かかりつけ医）の充実
など

• 現在、士別市立病院は公立病院として、入院、外来、救急受入など多くの役割を果たしている

• アンケートによると、市民の受診理由や今後必要な医療機能も、この役割に近い内容となっている

【出典】総務省「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営強化ガイドライン」

【協議事項】将来にわたって、士別市立病院の存続が必要か

＜当院の現状担っている役割・期待される役割＞
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１.（１）病院の将来のあり方 ②将来の病院像について＜理念・基本方針＞

• 患者さんの意思を尊重し、尊厳を守る医療の提供に努めます。

• 地域の連携を深め、地域完結型の「治し支える医療」の推進に努めます。

• 医療人として自ら研鑽に励み、地域の医療水準の向上に努めます。

• 公共性を確保し、効果的で健全な病院経営に努めます。

基本方針

【協議事項】求められる将来の病院像はどのような内容か

患者さん中心の医療を行い、地域から信頼される病院づくりを進めます。

理念

＜現在の当院の理念及び基本方針＞
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１.（１）病院の将来のあり方 ②将来の病院像について＜コンセプト＞

【協議事項】求められる将来の病院像はどのような内容か

• 現在の役割・機能や市民アンケートの結果をもとに、求められる将来の病院像（コンセプト）について、

委員の皆さんから市民目線での意見をいただく。

委員の皆さんの意見をまとめ、次回からは資料に基づき具体的な協議を行います。


